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〔柴 田総務研究官】本 日は、お忙 しい中、お時 間を頂 き有 り難 うござい ます 。 この度、私 ど もの方
で、科学技術庁長官賞受賞者を対象 とした調査 レポー ト 「優れた研究 者が備 える条件 と研究活動
の特性」 を取 りまとめ ました。長官賞受賞者 のお一人であ り、 この6月 に技術特別顧問 にご就任
にな られた水野 様に も、 本調査 に対 しま して は格別の ご協力 を頂 き、誠 に有 り難 うござい ま した。
先ず最 初 に、水野顧問が手掛 け られ ま した受賞研究 につ きまして、簡単 にご説 明頂 きたい と思い
ます。
【水野 】受賞研究 は、転写バ ンプ といい まして、半導体パ ッケー ジの実装方法 に関す る研 究なんで
す。半導体の実装 について は、従来、半導体 のチ ップ の方 に突起 を設けて、 これに リー ドをつ な
いでい ま した。 ところが、 この方法です と、突起 とチ ップが うま くな じまなか った りして、非常
に歩留 ま りが悪か ったんです。 そ こで発想の大転換 を して、チ ップ に突起 を設 けるので はな くて、
リー ドの方 に突起を設 ければ、 チ ップ の方 をい じらな くて済みます し、これ によって非常 に歩留
ま りが 良くなるのではないか と考 えた のです。 この成果 は、非 常に反響 を呼び ま して、その後、
転写バ ンプ的な発想が世 の中に広 まってい きま した。 そ して、平成元年 には、 これ まで どう して
も貰 えなか った発 明協会の全国発 明表彰 恩賜発明賞を頂 きました。
【柴 田】大変 ご立派 な成果であ り、 この実装 技術 はその後 の半導体製作の主 流 にな った と思 うので
すが、実用化 され るまで には随分 と大変 なご苦労 もあ った と思 うのですが。
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【水野】一番大変だ ったのは、発 想を180度 転換 して、今 までや っていたや り方 を全 く変え るわ
けですか ら、周囲のア レルギーが強 くなか なか受け入れて貰えなか った ことです。 しか し、実験
を積み重ね ることによ って、周 りの人 々にもこのや り方の面 白さが理解 して貰 えるよ うにな って
きたわけです。理解 が得 られた後は、 これ までの工程 を大 き く変更 しなければな らないわけです
が、 この工程の変更が また大変 で した。
【柴 田】その当時、水野顧 問は、 どのようなポ ジシ ョンにあ り、どのよ うな役割 を果 たされたので
しょうか。
〔水野〕私 は、当時取締 役で、半導体研究セ ンターのセ ンター長を してお りま した。半導体研 究セ
ンターの仕 事の内容 を全部 ヒア リング してい く中で、長官賞の受賞研究 とな った半導体実装 に関
す る非常 にユニー クな発想 に出 くわ したわけです。 周囲のア レルギーが強 く、取 り上げ られてい
なか ったテーマを、 この発想 は非常 に面 白いのでや ろ うとい うことを決断 したのが私の役割 だ っ
たわけです。 私は常 々、技術者 の中には、物知 り博 士 と創造博 士がいる ということを言 ってい ま
す。 これ までのキ ャッチア ップ型 の 日本の研究開発 では、物知 り博士が重要 な役割 を果た して き
たわけです が、 これか らの研究 開発では、創造博士 が必要 にな って くるということをここ数年 来
ず っと言い続 けてい ます。 ノーベル賞受賞者の利根 川 さん とも議論 した こ とがあ りますが、利 根
川 さんは、知識が豊富 である ということをあ まり重要 視 していませんね。利根川 さんは、 自分が
考えた ことが世 界のど こかで既 にや られているか どうかを調べ るのに、世界の動 向に詳 しい物 知
り博 士を側 に置いて聞 いているそうです。私の経験 で も、技術者 と話 をす るときに、論文 をよ く
読 んで、 しか も理解力が あ り、何 を聞いて も世界の どこど こでこうい うことをや っています と言
うことが たちど ころに出て くる技術者 に出会 うことが あ ります。 これ は一見、素晴 ら しく見える
のですが、頭 の中が他人 の知識で一杯 にな っているよ うな ところがあ り、今後の創造 的な研究 を
目指す上で は問題だ と思 います。そ うい う意味で、受 賞研究 の斬新 な発想が、私 の考えにぴ った
り合 っていたのだ と思 います。
【柴 田】今後 は、創造性 を備 えた研究者が必要 だ とい うのは、 そのとお りだ と思い ます。 しか し、
研究者 はそれぞれ 自信や誇 りを持 ってや ってい ます か ら、 その中か ら創造性のある研究者 を見い
だす のはか な り難 しい と思われ ますが、その辺は長年 のご経験か らお分か りになるので しょうか。
〔水野 〕や は り、話 を してみ ることが大事だ と思い ます。私 は、セ ンター長 に着任 した ときに、全
部 の研究者か ら一人ずっ話 を聞 きま した。現 在手掛 けている研究の 内容や どんな ことを考 えてい
るかを時間 をかけて じっくり聞 く中か ら、かぎつ ける しか ないような気が します。転写バ ンプ の
受賞研究 の発想 は、実 は、高校卒の技術者か ら生 まれたものです。私がセ ンター長 に就任 してす
ぐのことですが、私は、その技術者の同僚 の結婚 式 に出席 しま した。そ こで彼が友 人を代表 して
祝辞 を述べた のですが、その祝辞が非常 にユニー クで強 く印象 に残 りま した。以来 、私 はず っと
彼 のことを注 目していたのですが、業 務 ヒア リングの中で も、大変、ユニー クな ことを言 うので、
よ く話 を聞 いてみ ると小 さい頃か ら考える習慣が身 に付いていたようです ね。 この技術者 の場 合
は、独創性が あ った訳ですが、独創 と独善 との区別 は、 は っきりさせてお く必要が あ ります。独
善 は、大 したこ ともない アイデ アを素晴 ら しい と思 い こむ ことですが、 これはデ ィスカ ッシ ョン
をす れば分か ります。独創的 なアイデアは、最初 はたたかれる場合 もあ りますが、議 論をや って
いるうちにだ んだん分か って きます。独善 的なアイデ アは、本人 自身が議 論 を嫌が ります し、議
論 を して もやればや るだ けおか しくな って きます。
【柴 田】発想のユニー クさを認めて開発を進 めるこ とを決断 され たとい うお話を うかが ったのです
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が、その他 に研究 開発 を指導す る上で特 に留意 された点をお聴かせ いただ け ませ んか。
【水野】研究 開発が うま くい くか どうかは指導者次第だ と思い ます。若 い研究者 はいいアイデ アを
持 っていて も権 限が あ りませ んか ら、指導者は、話をよ く聞いてや って、 いいアイデ アとそ うで
ない ものを選別 し、 いいア イデ アに{まきちん とした位 置づ けを してや るこ とが大切です。 また、
研究 開発が 次第に進 んで きて試作量産段階 に入 ります と、億 単位 の資金が い ります し、失敗の可
能性 もあ ります ので、 ここ ら辺 を上手 に乗 り切 ってい くのが マネジ ャーの手腕だ と思い ます。
【柴 田】水野顧問が携わ って こられた半 導体 実装 の受賞研究 に関す るお話 を只今 うかが ったわけで
すが、私 どもは、その ような優れた研究 開発 と研究者が持つ特性 を過去10年 間の長官 賞受賞者
を対象 に調査 を行い、今回報告書 として取 りま とめ ま した。 この レポー トについてのご感想 を う
かが えますか。
〔水野】私は、 この種の レポー トはあ まり読 んだこ とが ないですね。おそ ら く他 にあ まり例が ない
ので はないで しょうか。そ うい う意 味で非 常に面 白い、興味 のあ るレポー トだ と思 い ます。
【柴 田】今回の レポー トの中で、受賞者が科学技術 に関心 を持 った時期は小中学生 の頃 である とい
う結果が出て いますが、 この点 についてはどのようにお感 じにな ります で し ょうか。
【水野】私 もやは り幼少年 期が大切だ と思 います。小 さい ときに物 を考える習慣 を付 けるこ とが非
常 に重要ですね。子供 の頃 に、考 える ということの面 白さや大切 さを分か らせ る教育 というもの
が必要なのではないか と思い ます。小学校か ら中学校 にかけて、非 常 に良い先生 に出会 った こと
が物 を考える とい う面 で良い影響 を受 けて いる場合 もあ ります ね。何 か問題が生 じた ときに、あ
ま り考える ことをせず、 その解 をす ぐどこか の論文か ら見つけよ うとした り、知識量 を誇 るよう
な ことが偉 い と信 じ込 んでるよ うな人 は問題ではないで しょうか。
【柴田】やは り、現在 の教育 のあ り方や人材の育成 に大 きな問題が あるんで しょうね。大学で優秀
な人が初等 ・中等教育 に携 わ らないの も問題です。やは り、 良い先生 を配 置す るの も今後の大 き
な教育 課題 です ね。 また、知識 を詰め込んで、決め られた時間 に覚えたことを答え るだけ とい う
よ うな教育 では、今後 の創造的 な研究開発 を進める上 では問題が多 いので はないか と思い ます。
ところで、研究者 の資質 の ところでは、独創力 と直観力が重要 という結果が出てい ますが。
【水野 】独創力 と直観力 は非常 に大事だ と思い ます。 それ と連想力 というの も非常 に大切なのでは
ないで しょうか。物事 を考 える ときに、一 生懸命に考 えている と、一つ ところに深 く入 ってい っ
て、そ こか ら出 られ な くなるこ とがあ ります 。です か ら、発想 を豊か に してい くため には、他 の
こととの連想で物 を考 える必要があ ります。
【柴 田】それか ら、テーマ を誰が設定 したか、 アイデアを誰が考 えたか とい うことです が、 これは
研究者 自身 とい う回答が多 くな ってい ます。 これは、や は り、優れた成果 を生み出す ため には、
自分で考 え抜 く、最後は 自分 しかない とい うことで しょうか。
【水野】その通 りだ と思い ます。 しか し、一般 的には、 なかなかそ こまで行 きませ んね。例 え、独
創力が あった として も、途中で他 に解 決の糸口を求 めた り、逃げた りする場合が かな りあ ります
ね。そ のあた りの、研究 をや り抜 く執 念 とい うか、精神力が必要ですね。精 神的な強 さと研究 に
対す る興味の両方が必要で、興味が あればあるほど、精神 的な強 さも出て くるのだ と思 います。
【柴 田】研究者が独創力を備えている場 合は、夜遅 くまで研究 を続けて も、楽 しくて仕方が ない と
いうこともあ るんで しょうね。
【水野】そ うなんです よ。研 究が楽 しくて しょうが な くて、夜 も昼 もない とい うこ とです ね。私が
長官賞 を頂いた受賞研究 の場 合 も、研究者 は、朝早 くか ら出て きて夜遅 くまでや っていま した。
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それは、 見ていて面 白 くて仕方がない とい う感 じで したね。研究者 は、昼夜 を忘れて研究 に没頭
す るようで ないとダメですね。
【柴 田】今後の創造的な研究環境 を考 える とき、一番重要 なポ イン トは何で しょうか。
【水野】 これ は、 トランジス ター を発 明 したバ ーデ ィンの私 に対す るサ ジェスチ ョンで もあ るので
すが、独創研究 は人が重要ですか ら、先ず、独創 的な人 を選ぶ とい うことです。 そ して、人 を選
んで きた ら、指導 しないでで きる限 り自由に研究 させ ることです 。
【柴 田】 ところで、 レポー トでは、長官賞 の受賞者の うち6割 が受賞 によ って処遇 され なか った と
感 じてい るのですが、 この ことは どのようにお感 じにな りますか。
〔水野〕やは り、処遇 されていないのは現実だ と思い ます。それ とい うの も、 これまで は、独創性
があ ま り必要 とされなか ったんです。主流 はあ くまで もキ ャ ッチア ップ型 の技術で、独創的な成
果があ って も異質性ばか りが 目立 って、 さほど評価 されなか ったわけです。評価 につ いて言えば、
今、当社では、研究者 の勤 務体制 を変 えつつ あるんです。研究者 はいつ会社 に出てきて も、成果
さえ挙げればよい とい うことに しよ うとして います。そ して、成果 に応 じてボーナス を上乗せす
る特別業績給制 度を導入す る ことに決め ま した。
【柴 田】最後 に、松下電器 の技術 開発戦略 につ いてお うかがい したいのですが。
〔水野】松下電器 の研究 開発 を基礎研究 と応用研究 に分ける と、 これまでは殆 んど応用研究 だ った
と思い ます。 しか し、 これか らは、原理原則 を追 求す る基 礎研究 を強化 しなければや っていけな
い と思い ます。 このよ うな情勢 を受けて、今年 の4月 に京阪奈に基礎研究所 を設立 しました。 こ
こでは、 日本人 も含 めて ドイツのマ ックスプ ランクな ど世 界中か ら20人 ほど人 を集 めてグルー
プ を作 り、筋 肉の中の情報伝達 についての研究 をや って もらって います。 この人たちの契約 は5
年で、5年 た って成果が挙が れば、その成果 を基 に外へ 出てい く仕組み になってい ます。基礎研
究所は、本社か ら離れ た所 に置いて干渉 を避 け、外 国人 もいれて活性化 を図 ることに しています。
そ して、グループ の周 りには、開発研究をや っていた中央研究所 の研究者 を配置 して、研究 とい
うものの本質 を理解 して も らい、徐 々に基礎研究 の方にシフ トしてい くよ うな環境 を作 ってい こ
うとしています.
【柴田〕本 日は、大変有意義 なお話 を有 り難 うございま した。
?
?
(メモ)水 野 博之(みずの ひろゆき)
昭和63年松下電器産業(株)専務取締役
平成2年 松下電器産業(株)取締役副社長
平成6年 松下電器産業(株)技術特別顧問
1.最 近 の 動 き/CurrentTopics
○ 主 要 来 訪 者 一 覧/ForeignVisitorstoNISTEP
8/15～22Mr.RamleeBinAb.Ghani(マ レー シ ア 科 学 技 術 環 境 省)
17(水)Mr.YanickVilledieu(カ ナ ダ 国 営 テ レ ビ ・ラ ジ オ 局 記 者)
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ll.レ ポ ー ト紹 介/HighlightoftheNewReport
科学技術が人間 ・社会 に及 ぼす影響 に関す る調査(NISTEPREPORTNo.34)
第2調査研究グループ
1.調査 の 目的及 び内容
科 学技術 は、 国民生活や社会の隅 々に広 く浸透 し、大 きな便益 をもた ら して きた反面、社 会のあ
らゆる場面 に科学技術が適用 され、 さらにそれが高度化 した こ とによ り、社会 に新 たな問題 をなげ
か けてい るもの と考え られる。 このため、人 間 ・社会 に対す る科学技術 の影響等 を一般 国民へ のア
ンケー ト調査(平 成5年10月～12月に一般国民1,000人を対象(回収数600)として全国規模で実施。)
を通 じて把握す る ことによ り、人間 ・社会 にとって望 ましい科学技術 の展開方 向を明らか にす るこ
とを 目的 として、以下の2点 を主要な内容 と して調査 を行 った。
①科学技術全般や、科学技術のプラス面/マ イナス面 に対す る国民の意 識の分析
②国民の意識の中 における科学技術 の新 たな分類の構築、及びその分類 に即 した科学技術 の今
後の方 向性の分析
2.主 な調査結果
ここでは、主 な調査結果 と して、科学技術のプラス面 に対す る国民の意識 について述べる ことと
す る。
科学技術のプラス面 に関 して21種類 の側面 を設定 し温 、それぞ れ にっいて、過去 に対す る評価
(例えば 「世界中のニ ュースをテ レビでいち早 く見 られるな ど、様 々な情報 を簡単 に早 く得 られ
るよ うにな った」 に対す る5段 階評価注2)と将来 に対す る期 待の程度(例 えば 「様 々な情報を簡
単 に早 く得 られること」の重要性 に対す る5段 階評価注3)を調査 した。その結果 について因子分
析 を行 うことによ り、国民の無意識 下 にお ける科学技術のプ ラス面 に対す る評価尺度(も のさ し)
を抽出 した(図1)。 つ まり、 国民は、科学技術 によるこれ までのプラス面に対 しては図1の 左
側の4つ を もの さ しと してお り、科学技術 による今後のプラス面 に対 しては同図の右側の4つ を
もの さしとしている。
注1)本 稿 にお いては、実際の設問の記述が長 いため、 「情報獲得 」 「簡単 ・高速移動 」などのよ
うに簡略化 した表現 を用いている。例 えば 「情報獲得」の正確 な設問 の記述 は、過去 につ い
ては 「世界中のニ ュースをテ レビでいち早 く見 られ るな ど、様 々な情報 を簡単 に早 く得 ら
れるよ うにな った」で あ り、将来 については 「様 々な情報 を簡単 に早 く得 られ ること」であ
る。
注2)「 全 くその とお りだ と思 う」 「そ う思 う」 「どち らで もない」 「そ うは思わない」 「決 して
そ うは思わ ない」の5段 階評価 である。
注3)「 非常 に重要である」 「ある程度重要 である」 「どち らで もない」 「あ まり重要 でない」
「全 く重 要でない」の5段 階評価で ある。
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図1科 学技術のプラス面に対する評価尺度(ものさし)
これまでの科学技術を見る場合← 一
以下の4つ を切り口とした判断があわ
さってこれまでのプラス面を評価
生活の安全条件
一→ 今後の科学技術を見る場合
以下の4つを切り口とした判断があわ
さって今後のプラス面に期待
生活の安全条件
利側生・効率1生_「 … … 区=二]
、 十
、
　 ヘ へ
快 適 性_十 一ー一一二三 利 便 性 ・物 的快 適性、 、 、1
下 、 ～
垂 二二]i'＼ 酬 噸1生
注)L実 線は もの さ しの意味 に変化 のない こと、点線 は意味 に変化がある ことを示す。
2.それぞれの もの さ しと非常 に関係の深 い個 々のプ ラス面 と、それ によ り推定 されたもの さ
しの意味 は以下の とお りである。 なお、それぞれ のもの さ しの名前 は、推定 されたもの さ
しの意味 を簡単な言葉で表 した ものである。
ものさしの名前
甥 詣 と非常に関係の深い 鍵 靭 顯 ス面から擬 されるも
生活の安全条件
竃 縫籔欝 決等 讃鍵 曇竃 藷㌶ 捷奪k
利便性 ・効率性 蝶 翻 ヒ邑腱 纏 鯉 ・ 蟹 鵠 き討 論 って便利さを獲
快適性 鷺鱗 璽 鱗齢、纏縫雛鞠酷鞠欝しい
人類発展 経済発展、新たな発見 鞠 飴 類そのものを雑 させると
効率性 仕事効率向上、情報獲得 離 謬 論 体の効率髄 阯 させ
利暢 融 剛
醗 璽 麟 さ、
・ 局
纏 縫 割 譲 輪 講 な)生活
精神的快適性 楽 しい 余暇 、 コミュニケー ション簡 単 化 麟 的鵠 かさを向上させるという
さて、抽 出 された もの さしは、あ くまで も国民が科学技術のプラス面 を見る場合の切 り口であ
るか ら、将来 に対す る もの さしとして 「効率性」やr精 神的快適性 」が新 たに生 じてい るか らと
いってそれ らが重要 な機 能である とか、 「人類発展」がな くなっているか らとい ってそれが重要
な機能でな くな っている と直ち には言 えない。 まず、 「人類発展」 と非常に関係が深 いプ ラス面
は 「経済発展」 「新 たな発見」 であるが、単純集計の結果(本 稿では省略)を 見る と、 これ らは
両者 とも将来 に対 して も期待度が高 い。 つま り、 「人類発展」 とい うもの さ しは、将来 に対 して
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は、 もはや あ って当た り前 の ものと して とらえ られている と考え られる。
そ こで、次 に、将来 に対 して抽 出された もの さ しの重要 度の方向性 を見てみ ることと した い。
抽出 された もの さしは、それ と非常 に関係が深いプラス面 によ ってその性格が推定 され るため、
将来 に対す る4つ の ものさ しと非常 に関係が深いプラス面 を取 り上 げ、そ れぞれ に対す る国民の
意識 の変化 を調べ てみ た(図2)。
図2国 民の意識の変化から見たものさしの重要度の方向性
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図2に お いては、21種類 のプ ラス面 のうちか ら将来 に対す る もの さしと非 常に関係が深 いプ ラ
ス面を取 り上 げ、 ものさ しご とに並べ替 えた上、過去 に対す る評価 の指標値(5段 階評価 に+2、
+1、0、-1、-2の 点数 を付けて集計 したもの。指標値が大 きいほ ど評価が高 いことを示す。)
を矢印の始 点 に、将来 に対す る期待の指標値(5段 階評 価を上 と同様 に点数 を付けて集計 した も
の。 指標値が大 きいほど期待が高い ことを示す。)を 矢印の終点(正 確 には黒棒又は 白樺の終点)
にプロ ッ トし、過去 に対す る意識→将来 に対する意 識の相対 的な変化 を視覚的 にとらえ られ るよ
うにして いる。
図2か ら、 「生活の安全条件」 と非常 に関係が深 いプラス面 はすべて長 い上向 きの矢印 とな っ
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てお り、過去 に対す る評価 は比較 的低 いが、将来 に対 する期 待は非 常 に高 い ものであ ることがわ
か る。 また、 「利便性 ・物 的快適性」は過去 に対す る評価 は比較 的高 いが、将来 に対する期待
は比較 的低 い方向性 を有 して いることがわかる。 これ によ り、 「生活 の安全条件」 に特 に高 く期
待 し、 「利便性 ・物的快適性」 にはそれほ ど期待 していない という国民の意識を 明確 に把握す る
ことがで きた。
さらに、国民 の意識の方 向性 は必ず しも明確 ではないものの、精神的な豊か さを向上 させ る機
能 のみが分離 して意識 され るよ うにな った 「精神 的快適性」が将来 に対す るもの さしとして新 た
に生 じてい ることは注 目すべ き点である。
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